
まえがき＝ハードディスクドライブ（以下HDD）は，ほ
かの記録媒体に比べて，記録容量の大きさやデータ転送
速度の速さなどが優れており，ほとんどのコンピュータ
に搭載されている。また，テレビ録画機に代表される家
電製品へのHDD搭載が本格化するなど，用途の多様化
が進み，HDDの需要は今後ますます増加していくと予
測されている。
　HDD装置の模式図を図 1に示す1）。データの読み書き
【 は，ほたｑ 厭H 臋 ㎈測 ∵平 滑 な 表 面 が 必 要 と さ れ て い る 。　 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 材 は ， 記 録 媒 体 で あ る メ デ ィ ア の基盤材料としてHDD開発当初から使用されている。耐衝撃性が必要なノート型パソコンなどガラスメディアが使用されるモバイル用以外のHDD製品には，アルミニウム合金基盤を使用したメディアが搭載されており，アルミニウム合金を使用したメディアはHDD全体の約80％に搭載されている。

マレーシアのK希りEC社（当社のグループホ業）でを，ブ



ランク材の生産とブランクをグラインド加工したアルミ
サブストレートの製造を行っており，HDD用ブランク
材では，両社合わせて約60％の高い世界シェアを維持し
続けている。また，アルミサブストレートの生産量では，
KPTEC社は世界最大級の生産会社の一つである。
　HDDの高性能化の進展と用途の多様化などから，アル
ミニウム基盤の性能向上やコスト低減などに対して強い
ニーズがあり，当社はアルミ板からアルミサブストレー
トまでの一貫生産体制を活かした開発を推進している。
　以下に，磁気ディスク用アルミニウム合金基盤の技術
動向と，当社の製造技術について述べる。

1．磁気ディスク用基盤に求められる特性

　アルミニウム合金板からNiP/Alサブストレートまで
の製造工程を，表 1に示す。HDD装置に組込まれるメ









　HDDは記録方式の変化という大きな転換点を迎え，ア
ルミニウム合金やその基盤の特性にもさらなる高度化が
求められると予想される。このため当社は，次世代
HDDに対応していけるよう，材料技術や製造技術など


